
市役所全体で取り組むデジタルアーカイブの構築

相模原市総務局情報公開・文書管理課 湯田 和弘 1「デジタルアーカイブフェス2026」事例発表



さがみはらデジタルアーカイブでご覧いただけます！

ＶＲ

文書 写真

子ども向けコンテンツ
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年代を選ぶと…
年代に関するデジタルアーカイブ

が表示されます。

さがみはらデジタルアーカイブで昭和を見ることができます！
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相模原市の出来事 国内の出来事

関連する資料がデジタルアーカイブ
に掲載されていれば、紐づけて確認
できます。

さがみはらデジタルアーカイブで昭和を知ることができます！
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１ 相模原市の概要

○首都圏のベッドタウン・内陸工業都市として発展（相模原・橋本・相模大野の３拠点）
○相模川や道志川、丹沢山塊など豊かな自然環境
○圏央道IC周辺のまちづくり、リニア中央新幹線開業を見据えたまちづくり

相模原市役所

相模原市立公文書館
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◆博物館、公文書館等、その設置目的に沿った資料等を収集保存し
ているが、活用（公開）される資料はごくわずかであること。

◆社会全体のデジタル化が進む中で、これらの資料は来館しないと
見ることができない仕組みになっている。

◆市の歴史を語る貴重な広報写真等も多くのストックがあるが、記
念誌や市史等でごくわずか活用されているのみ。

◆歴史的公文書や古文書等は、劣化が進み補修を急務としているも
のも多く存在する。劣化を理由に利用制限をしている資料もある。

解決する手法として
デジタルアーカイブ
の構築を選択

２ デジタルアーカイブ構築に取り組む以前の課題
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３ さがみはらデジタルアーカイブのコンセプト

「知る・学ぶ・楽しむ＠さがみはら」

相模原市を知るための方法として、「相模原市史」や
「市制施行記念要覧」の活用が有効であることから、これ
らを活用した仕組みとするとともに、子どもたちの学習や
学習支援に資する仕組みを構築する。

さらに、相模原市への興味を醸成するために「楽しむ資
料」を検索できるようにすることで、「さがみはらを知っ
て、学んで、楽しむ」環境を提供する。
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博物館
（歴史資料等）

広報課
（広報紙・記録写真等）

文化財課
（指定・登録文化財）
情報公開・文書管理課

（公文書等）

教育センター
（教育資料等）

公文書館
（歴史的公文書等）

市民ギャラリー
・文化振興課
（収蔵美術品等）

図書館
（郷土に関する
資料等）

４ さがみはらデジタルアーカイブの特徴
知る・学ぶ・楽しむための貴重な資料を持つ
各所属が参加して、相模原市のデジタルアーカイブを構築
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資料を保存する所属ごとに資料を検索することができます。
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主な取組
構築内容検討・庁内調
整・意思決定・予算確保

デジタルアーカイブ構築
デジタルアーカイブ
構築・運営

デジタルアーカイブ
運営

公開時期
第１次公開
（令和６年１１月２０日）

第２次公開
（令和７年３月１９日）

第３次公開
（令和８年３月１９日）

主な公開資料 記録写真
公文書館、博物館所管資
料（ＶＲ、３Ｄ等）

博物館、文化振興課所管
資料、公文書目録

内部検討
庁内ワーキング（５回）
課長級会議（２回）

庁内ワーキング（１回）
課長級会議（１回）

庁内ワーキング（２回）
課長級会議（１回）

庁内ワーキング（１回）
課長級会議（１回）

外部委員からの
意見聴取

デジタルアーカイブ推進
協議会（１回）

デジタルアーカイブ推進
協議会（１回）

周知・利用促進
市制施行７０周年
記念式典での
パネル展示・ＰＲ動画

第２次公開イベント
（土器をスキャンして
３Ｄモデルを作成）

第３次公開イベント
（デジタルスタンプ
ラリーの実施）

５ さがみはらデジタルアーカイブ構築の経過

令和５年 令和６年 令和７年 令和８年
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KPI １ デジタルアーカイブのアクセス件数 種別 アウトプット 単位 件
KPIの概要、測定方法 1年間の延べアクセス件数を管理ツールを用いて集計する。
事業成果等の計測に

適する理由
アクセス件数が増加することで、サービスが広く利活用されていると判断できるため。また、数値から事業効果
を検証するとともに、運用後におけるコンテンツの追加検討やさらなる利活用促進を図るため。

2024年度末 2025年度末 2026年度末
目 標 値 20,000 120,000 180,000

実 績 85,622 １２５，８４６（達成）

KPI ２ 資料のデジタル化点数 種別 アウトプット 単位 点
KPIの概要、測定方法 各所蔵機関がデジタル化し、デジタルアーカイブに搭載した件数を集計する。
事業成果等の計測に

適する理由
デジタル化点数が増加することで、提供するサービスの品質向上が図られると判断できるため。

2024年度末 2025年度末 2026年度末
目 標 値 5,500 7,000 8,000

実  績 5,187 ５，９７４（未達成）

KPI ３ デジタルアーカイブの利用者満足度 種別 アウトカム 単位 ポイント

KPIの概要、測定方法
デジタルアーカイブを利用した人の5段階評価満足度の平均値。
デジタルアーカイブを利用した後にアンケート画面を表示し、利用者に入力してもらうことで測定する。

事業成果等の計測に
適する理由

デジタルアーカイブを利用し満足した人数が多ければ多いほど、市民等の学習、文化芸術活動に効果があ
ると考えられるため。また、アンケート画面にて、任意で不満な点を記入してもらうことで、サービスの改善を図
る。

2024年度末 2025年度末 2026年度末
目 標 値 3.0 3.5 4.0

実  績 4.0 ３．８（達成）

６ さがみはらデジタルアーカイブ構築の成果

３つの数値
のうち２つ
は達成。

課題はある
ものの、構
築した成果
はあったと
捉えている。
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さがみはらデジタルアーカイブ アクセス数（R6.11～R8.7）

月別アクセス数 累計アクセス数

５万回
達成まで
約２か月

第2次
公開

１０万回達成まで
約４か月

２５万回達成
まで約３か月

１５万回達成まで
約７か月

２０万回達成
まで約３か月

第１次
公開

第3次
公開

（単位：回）



７ 成功要因・課題

○３段階に分けた資料の公開によって、周知する機会も増え、その都度アピールできた。

○ワーキング、検討会議を丁寧に開催したことで、各所属における資料の保管状況の確認、デジタ
ル化の優先順位の設定、デジタルアーカイブの公開基準の検討などを市役所全体で進めることがで
きた。

○デジタルアーカイブの必要性・重要性を理解して、強力に推し進めるキーパーソンがいた。

◎成功要因

◎課題

○デジタルアーカイブの利用促進（デジタルアーカイブを活用したイベントの実施等）

○デジタルアーカイブの構築に参加している各所属の意識

○キーパーソンだけに頼らない、組織的な取組

○計画的な資料の追加・更新の実施
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８ 今後の展望

○資料を保存する所属ごとに、資料の電子化計画を策定し、資料の追加掲載・更新を着実に行う。

○多くの方に「知って・学んで・楽しんで」いただくため、デジタルアーカイブを活用した事業や
イベントを開発する。

○デジタルアーカイブの構築に参加していない所属でも、貴重な資料を保存している可能性がある。
資料提供の申出があった際に積極的に受け入れ、デジタルアーカイブの充実を図る。
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◇今後、このような資料もデジタルアーカイブに掲載する予定です。



ご清聴ありがとうございました！

ぜひ「さがみはらデジタルアーカイブ」をご覧ください！

↑さがみはらデジタルアーカイブの↑
 二次元コードです。

一部の写真はＡＩでカラー写真として
楽しむことができます！
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